
2025 年度夏季企画

夏のおでかけ
2025 年 6 月 27 日（金）～ 8 月 29 日（金）

　夏に着るきものは、絽や紗といった織物が用いられます。これらは
捩り織（絡み織）という技法で織られたもので、織り方に多少の違い
がありますが、いずれも通気性がよいのが特徴です。
　このたびの展示では、夏のおでかけの際に着られた絽と紗のきもの
をご紹介します。ぜひその涼しげな生地の様子を感じてみてください。
　あわせて、過去に日本で開催された博覧会に関連する資料もご紹
介します。大阪・関西万博が開催されているいまだからこそ、過去
の博覧会にも思いを馳せていただけましたら幸いです。
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1. 青色絽地流水色紙形に杜若文様単衣
( 昭和 15 年（1940）頃 )

　観世水風の流水文様の地紋に、色紙
形が散らし風に配されています。色紙形
には、流水に杜若模様が施されており、
まるで実際の水面に色紙が浮かび、揺
蕩っているようです。模様の涼やかさ、
地の青色が相まって、着物全体が涼し
い雰囲気を纏っています。
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2. 灰色紗地唐草文様単衣
( 昭和戦前期 )

3. 絽地宝尽くし文様名古屋帯
( 昭和戦前期 )

4. 日本万国博覧会会場全景　ハンカチ
( 昭和 45 年（1970）)

５. 第五回内国勧業博覧会　名誉会員章

６. 第五回内国勧業博覧会　紀念章
( 明治 36 年（1903）)

2025 年　大阪・関西万博開催にちなんで

　大胆な唐草文様が全体に施された単
衣です。唐草文様を引き立てる縦のス
トライプは、紗の変わり織りで表現さ
れており、遠目で見ると黒いラインに見
える部分は、実際には透け感が強くなっ
ています。唐草文様にみられる表現は、
アール・ヌーヴォー風ともいえます。

　生成り絽地の名古屋帯で、お太鼓部
分には打ち出の小槌と分銅、巻物が、
染めと刺繍で施されています。また胴
の部分に巾着と丁字、  たれ先の部分に
宝鑰が施されており、宝尽くし文様と
なっています。金糸・銀糸が多用され
ており、シンプルながら華やかな雰囲
気です。

　１９７０年に大阪府吹田市千里丘陵で開催され
た大阪万博の会場全景をプリントしたハンカチで
す。右上に万博のテーマや参加国数などが記され、
各パビリオンには名称が記載されています。日本で
はじめて開催されたこの万博は、6,422 万人もの
総入場者数を記録しました。

大阪の薬種問屋を出自とする家から寄贈された
資料の一部で、明治 36 年（1903）に開催さ
れた第五回内国勧業博覧会の紀念章と名誉会員
章です。当家の資料には徽章や会員章などが多
数含まれており、大阪・道修町の業者が、大坂
で開催された内国勧業博覧会などの事業に関
わっていたことが示唆されます。

次回の展示は 2025 年 9 月を予定しています。


